
口絵鑑賞　先達をしのぶ
　「コスモス五十周年大会」8首より。2003 年 5 月 24～
26 日京都宝ヶ池プリンスホテルで催された記念大会は
参加者 452 名と実に盛大だったが，一連からは賑やかさ
より慎ましさが感じられ，挨拶の宮英子の言葉が甦る。
　5月は仏教でいう夏安居の時期，一堂に会して皆さん
修行するべく励みましょうと述べられたのである。「夏
安居にまゐる」「夏座すべし」という言葉に襟が正され
る。
　行事は盛り沢山で，篠原資明氏の講演，パネルディス
カッション，散策，懇親会，談話サロンと続き，翌日の
歌会は 9グループに別れ 4時間，まさに修行であった。
　表彰式では特別功労者の鈴木英夫，田谷鋭，今村寛，
宮英子各氏に感謝状が贈られたのだが，その折に作者の
脳裏を去来していたのは，苦労を共にしてきた亡き先達，
病で参加できない先達のことだったのだ。「生き残るわ
れ罪のごとしよ」のフレーズが重くひびく。
　あの日から 16 年が経ち，4氏はみな逝ってしまわれた。
短歌を学ぶことの慎ましさ，結社の歴史，先輩諸氏への
畏敬などさまざまなことが思われてくる。

（写真・鑑賞　木畑　紀子）
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